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田
辺
議
員 

特
別
支
援
学
校
で
の
人

工
呼
吸
器
や
酸
素
療
法
も
「
医
療
的
ケ

ア
体
制
整
備
事
業
」
の
対
象
と
す
べ
き
。

対
応
で
き
る
看
護
師
の
確
保
も
必
要
。

教
育
長
の
考
え
は
。

Ａ　

で
き
る
限
り
、
医
療
的
ケ
ア
体
制

整
備
事
業
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
今
後
、
運
営
協
議
会
で
専
門
家

の
助
言
を
仰
ぎ
な
が
ら
具
体
的
な
方
策

を
協
議
し
、
次
年
度
以
降
の
対
応
を
検

討
し
て
い
く
。
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
に

は
職
員
の
資
質
の
向
上
が
重
要
。
看
護

協
会
な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
高
度

な
技
量
を
有
す
る
看
護
職
員
の
人
材
確

保
に
努
め
て
い
く
。

佐
々
木
議
員 

本
県
の
在
宅
死
亡
率
は

全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
る
15
・
97
％

で
全
国
ワ
ー
ス
ト
３
位
。
病
院
以
外
で

最
期
を
迎
え
る
た
め
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

Ａ　

県
は
昨
年
度
か
ら
24
時
間
３
６
５

日
対
応
が
可
能
な
訪
問
看
護
体
制
の
整

備
を
図
る
た
め
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
連
携
・
協
力
関
係
の
構
築
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
間
の
情
報
交
換
会
を
充
実
さ

せ
、
介
護
職
員
等
の
研
修
を
実
践
的
な

内
容
と
す
る
な
ど
、
在
宅
で
の
看
取
り

が
可
能
な
体
制
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
。

畑
中
議
員 

県
北
部
に
豊
富
に
埋
蔵
さ

れ
る
石
灰
石
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
代
わ
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装
の
推
進
に
つ
い
て
考
え
を
聞
く
。

Ａ　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
は
耐
用
年
数

が
長
い
が
、
走
行
時
の
乗
り
心
地
の
悪

さ
、
施
工
後
、
交
通
開
放
ま
で
に
時
間

を
要
す
る
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

近
年
、
速
や
か
な
交
通
開
放
が
可
能
な

新
し
い
技
術
が
開
発
さ
れ
、
昨
年
11
月

に
苅
田
港
内
道
路
で
試
験
施
工
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に
は
騒
音
、
振
動

な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
技
術
開
発
の
動

向
を
引
き
続
き
注
視
し
て
い
き
た
い
。

渡
辺
議
員 

教
員
が
足
り
な
い
場
合
に

限
る
臨
時
免
許
状
の
発
行
が
、
本
県
で

は
全
く
経
験
の
な
い
大
学
生
に
も
発
行

す
る
な
ど
常
態
化
し
、
数
も
多
く
問
題

は
深
刻
だ
。
臨
時
免
許
状
の
授
与
件
数

は
２
０
１
５
年
度
と
比
較
し
て
、
ど
う

改
善
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

本
年
度
の
授
与
件
数
は
７
月
末
現

在
、
小
学
校
３
１
４
件
、
中
学
校
86

件
。
15
年
度
の
同
時
期
と
比
べ
、
小
学

校
１
０
４
件
の
増
、中
学
校
26
件
の
減
。

授
与
件
数
の
増
加
は
好
ま
し
い
こ
と
で

は
な
い
。
今
後
は
正
規
採
用
者
数
の
増

加
に
伴
い
、
授
与
件
数
は
減
少
す
る
と

考
え
て
い
る
。

岩
元
議
員 

花
粉
症
対
策
に
向
け
た
林

業
の
推
進
で
、
こ
れ
ま
で
私
が
質
し
て

き
た
花
粉
の
発
生
が
１
％
以
下
の
少
花

粉
ス
ギ
の
苗
木
は
、
平
成
25
年
度
に
約

６
万
本
出
荷
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
そ
の
後
の
出
荷
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ　

本
県
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
苗

木
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
増
産
に

は
挿
し
木
の
採
取
量
を
増
や
す
こ
と
が

必
要
で
、
県
で
は
、
施
肥
な
ど
を
県
樹

芸
農
業
協
同
組
合
に
委
託
し
、
親
木
の

管
理
に
努
め
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
28

年
度
の
出
荷
量
は
25
年
度
の
約
３
倍
、

約
20
万
本
ま
で
増
加
し
た
。

仁
戸
田
議
員 

介
護
福
祉
士
養
成
の
委

託
職
業
訓
練
の
訓
練
生
確
保
に
つ
い
て

聞
く
。

Ａ　

県
と
委
託
先
が
共
同
し
て
募
集
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
近

隣
の
駅
へ
配
布
し
て
い
る
。
求
職
者
へ

の
説
明
会
を
、
新
た
に
県
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
、
委
託
先
の
３
者
で
行
う
な
ど
連

携
強
化
を
図
り
、
訓
練
生
確
保
に
努
め

る
。
ま
た
、
国
の
訓
練
コ
ー
ス
採
択
が

10
月
の
た
め
、
例
年
１
月
末
か
ら
２
月

末
ま
で
が
訓
練
生
の
募
集
期
間
。
よ
り

多
く
の
訓
練
生
確
保
に
は
長
期
の
募
集

期
間
が
必
要
で
、
国
に
採
択
時
期
を
早

め
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

原
中
議
員 

大
規
模
災
害
発
生
時
に
、

被
災
県
が
円
滑
に
被
災
地
を
支
援
で
き

る
よ
う
、
特
に
技
術
系
職
員
を
速
や
か

に
確
保
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

Ａ　

近
年
、
全
国
的
に
大
規
模
災
害
が

発
生
し
、
被
災
地
か
ら
職
員
派
遣
の
要

請
が
あ
る
た
め
、
全
国
知
事
会
の
調
整

で
、
各
自
治
体
が
協
力
し
て
職
員
を
派

遣
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

国
は
、
よ
り
早
期
か
つ
円
滑
に
職
員
を

派
遣
す
る
た
め
の
応
援
体
制
に
つ
い

て
、
法
制
化
も
含
め
て
検
討
を
進
め
て

い
る
。
そ
の
検
討
状
況
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。

川
﨑
議
員 

玄
海
原
発
再
稼
働
に
県
民

の
理
解
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
の

か
。
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
中
で
の

再
稼
動
は
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
。

Ａ　

３
月
の
住
民
説
明
会
で
出
た
意
見

等
へ
の
回
答
は
、
県
や
糸
島
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
説
明
会
で
の
意
見

や
糸
島
市
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、
県

と
し
て
国
や
九
州
電
力
に
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。
県
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
は
進

ん
で
い
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
も
原

発
の
安
全
性
は
国
が
責
任
を
持
っ
て
確

認
・
確
保
し
、
電
力
事
業
者
と
と
も
に

国
民
の
理
解
を
得
て
い
く
取
り
組
み
を

続
け
て
も
ら
い
た
い
。

西
尾
議
員 

先
の
通
常
国
会
で
農
業
の

「
収
入
保
険
制
度
」
が
成
立
。
こ
れ
は
、

農
業
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し

て
、
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災

害
、
価
格
低
下
な
ど
に
よ
る
収
入
減
少
を

補ほ

填て
ん

す
る
制
度
で
、
安
定
的
な
運
営
に
は

多
く
の
農
家
の
加
入
が
必
要
で
あ
る
。
制

度
の
周
知
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

県
は
こ
れ
ま
で
昨
年
12
月
に
国
か

ら
示
さ
れ
た
制
度
概
要
を
市
町
村
や
農

協
等
に
説
明
し
て
き
た
。
制
度
の
詳
細

が
分
か
り
次
第
、
農
林
事
務
所
単
位
で

説
明
会
を
実
施
。
農
家
に
対
し
て
も
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

壹
岐
議
員 

自
動
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の

機
能
を
持
っ
た
先
進
安
全
自
動
車
は
、

高
齢
運
転
者
の
事
故
防
止
対
策
に
効
果

が
大
き
い
と
推
測
さ
れ
る
。
福
井
県
は

高
齢
者
向
け
に
そ
の
体
験
会
も
開
催
。

本
県
も
普
及
啓
発
を
視
野
に
入
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

Ａ　

昨
年
６
月
に
策
定
し
た
「
第
10
次

福
岡
県
交
通
安
全
計
画
」
で
も
「
運
転

者
の
危
険
認
知
の
遅
れ
や
運
転
操
作
の

誤
り
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
推
進
し
て
い
く
」
こ
と

と
し
て
い
る
。関
係
団
体
等
と
協
議
し
、

体
験
乗
車
な
ど
効
果
的
な
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
く
。

高
橋
議
員 

強
い
毒
性
を
持
つ
ヒ
ア

リ
対
策
で
、
根
絶
に
成
功
し
た
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
は
「
早
期
発
見
・
早
期
駆

除
」「
情
報
・
指
揮
系
統
の
一
元
化
」

を
ポ
イ
ン
ト
に
挙
げ
て
い
る
。
県
も
オ

ー
ル
福
岡
で
取
り
組
む
べ
き
で
、福
岡
、

北
九
州
両
政
令
市
と
の
連
携
に
つ
い
て

問
う
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
管
理
す

る
港
湾
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
、
ヒ
ア

リ
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
速
や
か
に
情

報
を
共
有
し
て
き
た
。
今
後
は
県
と
両

政
令
市
の
合
同
会
議
を
開
催
。
調
査
手

法
等
に
つ
い
て
共
同
で
検
討
す
る
な
ど

連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

新
開
議
員 

県
が
２
年
の
歳
月
を
か
け

て
作
っ
た「
ふ
く
お
か
県
民
自
転
車
保
険
」

は
良
い
保
険
だ
が
、
広
報
が
不
十
分
。
加

入
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
県
民

が
目
的
に
応
じ
た
保
険
選
択
を
で
き
る

よ
う
記
載
し
て
い
る
。
今
後
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
等
か
ら
も
申
し
込
め
る
よ

う
、
保
険
会
社
の
一
覧
表
を
サ
イ
ト
上

に
掲
載
す
る
た
め
に
協
議
。
掲
載
が
可

能
と
な
っ
た
場
合
は
、
啓
発
チ
ラ
シ
に

も
二
次
元
コ
ー
ド
を
記
載
し
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

（

　）は
選
挙
区
を
記
載
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高橋 雅成
（福岡市博多区）

壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

　　 　　 　　

西尾 耕治
（糟屋郡）

新開 昌彦
（福岡市早良区）

民進党･県政
県議団
民進党･県政
県議団

佐々木 允
（田川市）

畑中 茂広
（京都郡）

川﨑 俊丸
（糸島市）

田辺 一城
（古賀市）

岩元 一儀
（北九州市八幡西区）

仁戸田 元氣
（福岡市西区）

原中 誠志
（福岡市中央区）

　渡辺 美穂
（太宰府市）

９
月
定
例
会
補
正
予
算

　

７
月
に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪

雨
の
被
災
地
で
は
、
現
在
も
懸

命
の
復
旧
作
業
が
続
い
て
い
ま

す
。
県
議
会
で
は
、
９
月
定
例
会

に
提
出
さ
れ
た
九
州
北
部
豪
雨

災
害
の
復
旧
・
復
興
対
策
費
等

６
８
７
億
９
千
６
百
万
円
の
補
正

予
算
案
を
審
議
、可
決
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
内
容
は
、
被
災
し

た
道
路
や
河
川
、
砂
防
施
設
、
農

業
用
施
設
等
の
復
旧
に
要
す
る
経

費
約
４
４
８
億
円
、
災
害
の
再
発

防
止
の
た
め
、
土
石
流
や
が
け
崩

れ
が
発
生
し
た
箇
所
に
砂
防
ダ
ム

を
設
置
、
崩
壊
し
た
林
地
に
治
山

施
設
を
設
置
す
る
た
め
等
の
経
費

約
１
３
６
億
円
。
そ
の
他
に
も
、

被
災
者
の
生
活
支
援
の
た
め
応
急

仮
設
住
宅
を
提
供
す
る
た
め
の
経

費
や
商
工
業
者
、
農
林
漁
業
者
支

援
の
た
め
、「
ふ
く
お
か
応
援
割
」

を
実
施
し
被
災
地
の
観
光
復
興
を

支
援
し
た
り
、
農
林
漁
業
者
の
事

業
継
続
を
支
援
す
る
た
め
の
経
費

等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

県
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
予
算

が
効
果
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
と
と
も
に
、
一
日
で
も
早
く

被
災
地
の
皆
さ
ん
が
も
と
の
生
活

に
戻
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
支
援

を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

開会日、議場での黙とうの様子


